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�To go or not to go: 
波打つアクトミオシンゲルと
細胞内配置の二相性�
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細胞は自律的に変形し、動く。力学的な視点で細胞を眺めてみる
と、３つの特徴が浮かび上がる。まず、細胞質には細胞骨格やオ
ルガネラがあり、バネのような弾性を示す。さらに、分子モー
ターやクロスリンカーを介した骨格構造の再編成からドロドロと
した蜂蜜のような粘性が生まれ、弾性と粘性が共存する流体（粘
弾性流体）となる。そして、この流体は脂質膜の微小区画に内包
されている。すると細胞は「小さな区画に囲まれた粘弾性流体」
というモデルに帰着する。これらの要件を満たす人工細胞を創出
することから、細胞機能と分子を結ぶ物理的原理を明らかにでき
ると期待できる。本セミナーでは、分子モーターと細胞骨格を内
包する人工細胞の対称性と力学に関する研究を紹介する。
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